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あなたが写っていたらご連絡ください。写真を差し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　〈広報広聴課　☎ 22 ー 8112〉

祭り一色の４日間
９月１～４日　敦賀まつり

　敦賀に秋の訪れを告げる「敦賀まつり」が開催されました。
初日は「カーニバル大行進」が行われ、マーチングや仮装・
電飾パレードなど 22 団体が華やかな行進を披露しました。
２日目は宵山の上で、子どもたちが笛や太鼓による囃

は や し
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合わせながら華麗な踊りを奉納する「宵山巡行」、３日目は
氣比神宮のご神体を奉った神輿が街を練り歩く「御鳳輦巡
幸」、「神輿渡御」が行われました。最終日には、豪華絢爛
な６基の山車による「山車巡行」、約 2,000 人の市民が参
加する「民謡踊りの夕べ」が行われ、会場周辺は祭り一色
に染まりました。
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▼御鳳輦巡幸 ▼山車巡行

▼つるが鳶隊演技 ▼民謡踊りの夕べ

敦賀初の大型音楽フェス「おぼろっく 2024」で約 1 万人が “ おぼれる ”敦賀初の大型音楽フェス「おぼろっく 2024」で約 1 万人が “ おぼれる ”
９月 15 ～ 16 日　おぼろっく 2024（TSURUGA MUSIC FESTIVAL）

　会場となったきらめきみなと館と市民文化センターでは、26 組のアーティストが登場し、圧巻のステージパフォーマンスで観
客を魅了しました。また、金ヶ崎緑地では、地元アーティストが登場したつるがステージをはじめ、おぼろ昆布の昆布かき体験ブー
スやキッチンカーなどの飲食ブースが並び、参加者たちは、「港まち」の風景を楽しみながら敦賀の食を楽しんでいました。
　京都市から訪れた 20 歳の女性３人組は、「大好きなアーティストを観るため、はじめて来敦した。港まちの風景がきれいで、
食べ物などライブ以外も楽しみ」と述べていました。
▶写真は、９月 15 日にきらめきみなと館で行われた４人組バンド「プッシュプルポット」のステージ

（小坂淳氏提供）
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　市では、令和６年能登半島地震の対応を振り返り、８月に改
めて津波ハザードマップを全戸配布しました。これに合わせて、
地震発生時の適切な避難行動などを伝える説明会を開催しまし
た。全 10 地区で開催する説明会のうち、１ケ所目となったこ
の日は東浦地区で開催しました。危機管理対策課よりマップの
ポイントや適切な避難行動について説明した後、地震に詳しい
福井大学の山

やまもと
本博

ひろふみ
文教授より、「敦賀で津波からどう逃げるの

か」説明しました。説明会には住民約 20 人が参加し、質問を
するなどして熱心に耳を傾けていました。

地震による津波に備えて

９月８日　津波ハザードマップ配布

および説明会

ホジンさんの敦賀研修ダイアリー

敦 賀 市

　　姉妹都市の韓国東
ドンヘ

海市から研修職員と
して派遣されている崔

チェ
　皓

ホ ジ ン
進さんが、研

修や日本での生活の中で経験したこと、
感じたことなどを研修ダイアリーとして
毎月掲載します。

　敦賀の「夏」を感じる 2 大イベントに参加しました。
　まず、とうろう流しと大花火大会です。初めて見た敦賀の花火
はとても美しく、次元の違う美しさから芸
術作品を見ているようでした。東海市でも、
花火大会はありますが、花火の騒音や火薬
の匂いなどの問題から、最近はドローンを
使ったイベントショーが行われています。
それぞれ長所短所があり、比較してみるの
もいいかもしれません。
　次に、敦賀まつりです。地域の伝統と文化を体験できるとても
素晴らしいイベントだと感じました。伝統的な衣装を着て練り歩
く姿に、まるでタイムトラベルしたかのようでした。今日まで長
く続く伝統が保存できているのは、敦賀市が持つ歴史に対する市
民の皆さんの理解と努力、そして誇りだと感じました。

　イベント関係者の皆さん、大変お
疲れ様でした。

　手話は言語です。日常で簡単に使える手話を紹介します。
今回は、秋の季節にちなんだ手話です。みなさんも使ってみ
てください。

ハイキングハイキング
　両手の手のひらを開
いて縦に並べたら、両
手を小さく上下させな
がら前に動かします。
人が並んで楽しそうに
歩 い て る イ メ ー ジ で
やってみましょう。

　次回の手話講座は、広報つるが 1 月号（12 月 10 日発行）
で掲載します。お楽しみに！

➊ ➋

「すぐ」使える手話講座

ハロウィンハロウィン
　①のように右手の親指と人差し指を伸ばして、顔の右側少し
上に置きます。仮面の形を表すように、指先を閉じながら斜め
に引き上げます。

　市内の小学生が農作業を体験する「田んぼの学校」が行われ、
沓見小学校、粟野小学校、粟野南小学校の５年生約 170 人の児
童が、沓見の田んぼで稲刈りを体験しました。田んぼの管理を
している農業法人「ミライスつるが気比」の社員が稲の特性や
鎌の使い方を説明した後、児童たちは、鎌を使って丁寧に稲を
刈りました。５月に田植えを行い、稲穂をしっかり実らせたコ
シヒカリは、脱穀や乾燥した後、それぞれの学校に配られ、児
童たちが調理実習などで味わうことになっています。翌日 20
日は、敦賀西小学校をはじめ市内３校約 150 人の児童が、原の
田んぼで稲刈りを体験しました。

自分たちで作った稲を収穫

９月１９日　田んぼの学校

稲刈り体験


